
東北地方整備局同時発表

平成２４年１１月１５日

水管理・国土保全局

北上川・鳴瀬川・名取川・阿武隈川水系に係る

河川整備基本方針の変更について

標記の４水系の河川整備基本方針の変更につきましては、河川法第１６条第３項に

基づき、国土交通大臣から社会資本整備審議会会長へ意見を求め、同審議会から河川分

科会に付託されました。その後、社会資本整備審議会河川分科会河川整備基本方針検討

小委員会において審議を行ったのち、社会資本整備審議会河川分科会の審議を経て平成

２４年１１月１４日付けで、河川整備基本方針を変更しました。
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水管理・国土保全局河川計画課課長補佐 尾松 智
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＜河川整備基本方針の概要＞ 

 

平成９年に河川法が改正され、豊かでうるおいのある質の高い国民生活や良好

な環境を求める国民のニーズに的確に応えるため、制度を見直し、それまでの

工事実施基本計画に代え、新たに、河川整備の基本となるべき方針に関する事

項『河川整備基本方針』と具体的な河川整備に関する事項『河川整備計画』に

区分されました。 

河川整備基本方針は、各水系における治水、利水、環境に関する河川整備の

長期的な方針を総合的に定めるものであり、河川整備の基本となるべき事項等

を定めます。 

 

【河川整備基本方針・河川整備計画について】 

http://www.mlit.go.jp/river/basic_info/jigyo_keikaku/gaiyou/seibi/index.html  

 

【社会資本整備審議会河川分科会について】 

http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/index.html  

 

今回変更した各水系の河川整備基本方針の主な特徴的内容は次のとおりです。 
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北上川水系等４水系の河川整備基本方針変更の概要 

 

１．変更の概要 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴い、津波により甚

大な被害が生じるとともに、広域的な地盤沈下が発生した北上川等４水系にお

いて、主に次の２点について変更を行いました。 

 

① 河口部の施設計画上の津波水位等の設定 

河口部の津波・高潮対策について、東北地方太平洋沖地震の教訓を踏まえ

た地震・津波対策の考え方や、地震に伴う地盤沈下等による河口周辺の地形

変化を踏まえて見直しを行いました。 

河口地点の堤防高は洪水、高潮、津波に対して必要とされる堤防高のうち

高いものとし、海岸堤防高と整合を図りつつ設定しました。河川整備基本方

針には、堤防高の決定に際して支配的となる要因について、その基準となる

水位（洪水：計画高水位、高潮：計画高潮位、津波：施設計画上の津波水位）

を規定しました。 

 

② 広域的な地盤沈下に対応した計画高水位の補正 

広域的な地盤沈下により、計画高水位と周辺地盤高との関係が変化したた

め、実態に合わせて補正しました。 

 

２．河川整備基本方針本文の変更箇所 

①東北地方太平洋沖地震の発生及び被害の記述を追加 

（１．（１）流域及び河川の概要） 

②今後の河川津波対策等の記述を修正 

（１．（２）ア 災害の発生の防止又は軽減） 

③主要な地点における施設計画上の津波水位、計画高水位等の記述を修正 

（２．（３）主要な地点における計画高水位及び計画縦断形に係る川幅に関する事項） 

④その他（市町村合併に伴う流域内市町村数の修正等） 

（１．（１）流域及び河川の概要等） 
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３．北上川水系等４水系の概要 

 

○北上川
きたかみがわ

水系（流域面積 10,150km2） 

北上川は岩手県岩手郡
い わ て ぐ ん

岩手町
い わ て ま ち

御堂
み ど う

に発し、大小幾多の支川を合わせながら南

流し、一関市下流の狭窄部
きょうさくぶ

を経て岩手県から宮城県に入り、登米市
と め し

柳津
やないづ

で旧北

上川を分流し、新川開削部を経て太平洋に注ぐ河川である。その流域は

10,150km2 と全国でも有数の流域面積を持つ水系である。歴史的にも１２世紀初 

頭の奥州
おうしゅう

藤原氏の繁栄などが知られている。 

 北上川は、沿川に市街地が点在していること、狭窄部付近においてはその地

形的要因から甚大な洪水被害が度々発生していることから、ダムや遊水地等の

洪水調節施設の整備が進められてきた。しかし、近年においても平成 14 年 7 月

洪水で、狭窄区間に流入する砂鉄川等で氾濫が生じるなど、北上川全体で浸水

家屋数 3,432 戸の甚大な被害を受けている河川である。 

 今回、東北地方太平洋沖地震に伴い、津波により甚大な被害が生じるととも

に、広域的な地盤沈下が発生したことを踏まえ、上記の１．２．について変更

を行った。 

  

○鳴瀬
な る せ

川
がわ

水系（流域面積 1,130km2） 

 鳴瀬川はその源を宮城・山形県境の船形山
ふながたやま

に発し、穀倉地帯である大崎平野

を貫流し、東松島
ひがしまつしま

市野蒜
の び る

において右支川吉
よし

田川
だ が わ

と合流し太平洋に注ぐ河川であ

る。 

 古くから水害に悩まされてきた鳴瀬川流域では、元禄潜
せん

穴
けつ

や明治潜穴といっ

た歴史的治水事業が行われてきており、一部流域はその潜穴につながる幡谷
は た や

サ

イフォンにより鳴瀬川流域から切り離した別流域となっている特徴をもつ。ま

た、鳴瀬川と吉田川が背割堤で接する大崎市鹿島台は閉鎖性氾濫地形を呈して

おり、昭和 61 年８月洪水では支川吉田川で４箇所破堤し、町は１２日間にもお

よぶ冠水被害を受けている。 

 今回、東北地方太平洋沖地震に伴い、津波により甚大な被害が生じるととも

に、広域的な地盤沈下が発生したことを踏まえ、上記の１．２．について変更

を行った。 
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○名
な

取
とり

川
がわ

水系（流域面積 939km2） 

 名取川は、その源を神室
か む ろ

岳
だけ

に発し、広瀬
ひ ろ せ

川
がわ

等の大小支川を合わせて、名取市

閖上
ゆりあげ

で太平洋に注いでいる。その流域は仙台市街地をかかえ、社会、経済の基

盤をなしており、本水系の治水・利水・環境についての意義は極めて大きい。  

 名取川流域では、平成 6年 9月洪水、平成 14 年 7 月洪水など、近年洪水にお

いても下流部で浸水被害が発生している。 

 今回、東北地方太平洋沖地震に伴い、津波により甚大な被害が生じるととも

に、広域的な地盤沈下が発生したことを踏まえ、上記の１．２．について変更

を行った。 

 

○阿武
あ ぶ

隈川
くまがわ

水系（流域面積 5,400km2） 

 阿武隈川はその源を福島
ふくしま

県西白河群
にししらかわぐん

の旭
あさひ

岳
だけ

に発し、大滝根
お お た き ね

川
がわ

、荒川
あらかわ

、摺
すり

上川
かみがわ

等

の支川を合わせて、福島県中通り地方を北流し、阿武
あ ぶ

隈
くま

渓谷
けいこく

の狭窄部を経て宮城
み や ぎ

県に入り、さらに白
しろ

石川
いしがわ

等の支川を合わせて太平洋に注ぐ河川である。 

 阿武隈川は、上流域の白河盆地を過ぎた付近から北向きに流れを変え台風の

進路と同じ方向となるため、台風の北上と流出量の増加が重なり、狭窄部によ

る影響と相まって洪水の発生しやすい地形となっており、戦後最大の出水を記

録した昭和 61 年 8 月の台風による洪水では、死者 4名、被災家屋 20,216 戸、

浸水面積 15,117ha という甚大な被害を受けている河川である。 

 今回、東北地方太平洋沖地震に伴い、津波により甚大な被害が生じるととも

に、広域的な地盤沈下が発生したことを踏まえ、上記の１．２．について変更

を行った。 
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台
海

岸
（
深

沼
）

陸
前

高
田

市

気
仙

沼
市

気
仙

沼
市

陸
前

高
田

市 ①

②
①

仙
台

海
岸

（
深

沼
）

名
取

海
岸

（
閖

上
・
北

釜
）

岩
沼

海
岸

（
相

の
釜

納
屋

）
山

元
海

岸
（
山

元
）

新
地

海
岸

（
木

崎
）

相
馬

海
岸

（
大

浜
）

相
馬

海
岸

（
古

磯
部

）
鹿

島
海

岸
（
南

海
老

）
原

町
海

岸
（
北

泉
大

磯
）

原
町

海
岸

（
小

浜
）

高
海

岸
（
塚

原
）

計
画

堤
防

高

南
三

陸
町

小
高

海
岸

（
塚

原
）

小
高

海
岸

（
角

部
内

）
浪

江
海

岸
（
請

戸
中

浜
）

浪
江

海
岸

（
浪

江
中

浜
）

双
葉

海
岸

（
双

葉
中

浜
）

双
葉

海
岸

（
細

谷
）

大
熊

海
岸

（
夫

沢
）

富
岡

海
岸

（
毛

萱
仏

浜
）

楢
葉

海
岸

（
波

倉
）

楢
葉

海
岸

（
前

原
）

計
画

堤
防

高
：
高

潮
で

決
定

石
巻

市

東
松

島
市

七
ヶ

浜
町

仙
台

市多
賀

城
市

②
③

④

楢
葉

海
岸

（
前

原
）

広
野

海
岸

（
折

木
）

久
之

浜
海

岸
（
久

之
浜

）
四

倉
海

岸
（
仁

井
田

）
平

海
岸

（
草

野
下

神
谷

）
平

海
岸

（
夏

井
）

平
海

岸
（
沼

ノ
内

）
平

海
岸

（
豊

間
）

磐
城

海
岸

（
永

崎
）

磐
城

海
岸

（
神

白
）

名
取

市

亘
理

町

山
元

町

岩
沼

市
③

背
後

地
の

被
害

状
況

が
無

い
は

軽
微

な
海

岸
現

況
堤

防
天

端
高

磐
城

海
岸

（
剣

浜
）

勿
来

海
岸

（
岩

間
左

糠
）

勿
来

海
岸

（
錦

町
（
須

賀
地

先
）
）

勿
来

海
岸

（
関

田
）

南
相

馬
市

新
地

町

相
馬

市

④
最

大
浸

水
範

囲

又
は

軽
微

な
海

岸
現

況
堤

防
天

端
高

計
画

堤
防

天
端

高

今
次

津
波

痕
跡

高
※

堤
防

付
近

で
測

定
さ

れ
た

痕
跡

高
を

プ
ロ

ッ
ト

南
相

馬
市

※
１
：
平
成
23

年
8月

4日
都
市
局

記
者
発
表
、

※
２
：
警
察
庁
緊
急
災
害
警
備
本
部
の
平
成
23

年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
等
に
よ
る
被
害
状
況
と
警
察
措
置
（
平
成
24

年
10

月
17
日
現
在
）
よ
り
作
成

国
土
地
理
院

浸
水
範
囲
概
況
図
よ
り
作
成

※
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
津

波
合

同
調

査
グ

ル
ー

プ
の

速
報

値
(7

月
1
5
日

時
点

)を
利

用
（
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.c
o
as

ta
l.j

p/
tt

jt
/
）

堤
防

付
近

で
測

定
さ

れ
た

痕
跡

高
を

プ
ロ

ッ
ト

m-rvbkke
テキストボックス
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東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

の
概

要
（
２

／
２

）

○
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に

伴

広
域

的
な

地
盤

沈
下

○
岩

手
県

、
宮

城
県

、
福

島
県

の
海

岸
総

延
長

約
1,

70
0k

m
の

内
、

海
岸

堤
防

は
30

0k
m

。
○

そ
内

約
19

0
全

壊
半

壊

海
岸

・
河

川
の

被
災

状
況

○
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に

伴
い

、
広

範
囲

に
わ

た
っ

て
大

規
模

な
地

殻
変

動
が

発
生

。
○

最
大

で
約

1
1
mの

地
盤

沈
下

が

○
そ

の
内

、
約

19
0k

m
で

全
壊

・
半

壊
。

【
仙

台
湾

南
部

海
岸

】

○
最

大
で

約
1
.1
mの

地
盤

沈
下

が
発

生
。

【
山

元
町

笠
野

地
区

】

被
災

前
被

災
後

平
成

2
3
年

3
月

1
2
日

撮
影

被
災

前

○
東

北
地

方
関

東
地

方
の

河
川

堤
防

に
お

津
波

に
よ

る
流

出
決

壊
地

震
の

○
東

北
地

方
、

関
東

地
方

の
河

川
堤

防
に

お
い

て
、

津
波

に
よ

る
流

出
・
決

壊
、

地
震

の
揺

れ
や

液
状

化
に

よ
る

沈
下

、
法

崩
れ

等
が

発
生

。
○

被
災

箇
所

は
2,

11
5カ

所
。

そ
の

う
ち

東
北

地
方

は
1
,1

9
5
カ

所
。

平
成

2
3
年

（
2
0
1
1
年

）
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に

伴
う

水
準

点
の

上
下

変
動

（
平

成
2
3
年

1
0
月

3
1
日

国
土

地
理

院
報

道
発

表
資

料
）

東
北

地
方

1,
19

5箇
所

北
上

川
【
石

巻
市

】

堤
防

流
出

・
決

壊

北
上

川
（
釜

谷
水

門
）
【
石

巻
市

】

水
門

の
被

災
　

T
.P

. 5
0

0
.0

0
2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
0
0
0

距
離

（
ｍ

）

被
災

前
（
2
0
0
5
測

量
）

A
‐A
' 断

面
海

底
地

形
の

変
化

○
地

震
に

伴
う

地
殻

変
動

、
津

波

-
-

-
-

-

-
1
5
.0

-
1
0
.0

-
5
.0

地盤高（ｍ）

被
災

後
（
2
0
1
2
.6

測
量

）

震
に

よ
る

侵
食

等
に

よ
り

、
海

底
地

形
も

大
き

く
変

化
。

福
島

第
１

原
発

追
波

湾

-
2
0
.0

福
島

第
１

原
発

福
島

第
２

原
発

避
難

指
示

区
域

堤
防

沈
下

霞
ヶ

浦
【
稲

敷
市

】
江

戸
川

【
幸

手
市

】

堤
防

法
崩

れ

A
A’

A
A’

い
な

し
き

関
東
地
方

関
東
地
方

92
0箇

所
震

災
後

震
災

前

m-rvbkke
テキストボックス
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今
後

の
津

波
防

災
対

策
に

つ
い

て

あ
ら

ゆ
る

可
能

性
を

考
慮

し
た

最
大

ク
ラ

ス
の

巨
大

な
地

震
・
津

波
を

検
討

し
て

い
く
べ

き
。

今
後

の
津

波
対

策
を

構
築

す
る

に
あ

た
は

基
本

的
に

ベ
津

波
を

想
定

す
る

必
要

が
あ

る

中
央

防
災

会
議

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

を
教

訓
と

し
た

地
震

・
津

波
対

策
に

関
す

る
専

門
調

査
会

報
告

（
平

成
23

年
9月

28
日

）
※

中
間

と
り

ま
と

め
（
平

成
23

年
6月

26
日

）
河

川
津

波
対

策
検

討
会

「
河

川
へ

の
遡

上
津

波
対

策
に

関
す

る
緊

急
提

言
」
（
平

成
23

年
8月

22
日

）

河
川

津
波

は
、

洪
水

、
高

潮
と

並
ん

で
計

画
的

に
防

御
対

策
を

検
討

す
べ

き
対

象
と

位
置

づ
け

る
べ

き

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、
基

本
的

に
二

つ
の

レ
ベ

ル
の

津
波

を
想

定
す

る
必

要
が

あ
る

。

発
生

頻
度

は
極

め
て

低
い

も
の

の
、

発
生

す
れ

ば
甚

大
な

被
害

を
も

た
ら

す
最

大
ク

ラ
ス

の
津

波
○

発
生

頻
度

は
極

め
て

低
い

も
の

の
発

生
す

れ
ば

甚
大

な
被

害
を

も
た

ら
す

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波

。
施

設
対

応
を

超
過

す
る

事
象

と
し

て
扱

い
、

津
波

防
災

ま
ち

づ
く
り

等
と

一
体

と
な

っ
て

減
災

を
目

指
す

事
象

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波

○
住

民
避

難
を

柱
と

し
た

総
合

的
防

災
対

策
を

構
築

す
る

上
で

想
定

す
る

津
波

。
住

民
等

の
生

命
を

守
る

こ
と

を
最

優
先

と
し

、
住

民
の

避
難

を
軸

に
、

と
り

う
る

手
段

を
尽

く
し

た
総

合
的

な
津

波
対

策
を

確
立

。

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波

に
比

べ
て

発
生

頻
度

は
高

く
、

津
波

高
は

低
い

も
の

の
大

き
な

被
害

を
も

た
ら

す
津

波

○
最

大
ク

ラ
ス

の
津

波
に

比
べ

て
発

生
頻

度
は

高
く
、

津
波

高
は

低
い

も
の

の
大

き
な

被
害

を
も

た
ら

す
津

波
。

海
岸

に
お

け
る

防
御

と
一

体
と

な
っ

て
河

川
堤

防
、

津
波

水
門

等
に

よ
り

津
波

災
害

を
防

御

施
設

計
画

上
の

津
波

○
防

波
堤

な
ど

構
造

物
に

よ
っ

て
津

波
の

内
陸

へ
の

浸
入

を
防

ぐ
海

岸
保

全
施

設
等

の
建

設
を

行
う

上
で

想
定

す
る

津
波

。
人

命
保

護
に

加
え

、
住

民
財

産
の

保
護

、
地

域
の

経
済

活
動

の
安

定
化

、
効

率
的

な
生

産
拠

点
の

確
保

の
観

点
か

ら
、

海
岸

保
全

施
設

等
を

整
備

。
施

設
計

画
上

の
津

波
水

位
の

設
定

・
施

設
計
画

上
の

津
波

は
、

河
口

が
位

置
す

る
地

域
海

岸
（

一
連

の
海

岸
線

や
湾

）
の

設
計

津
波

と
同

一
の

津
波

を
基

本
と

し
設

定

「
施

設
計

画
上

の
津

波
」
に

対
す

る
河

川
津

波
対

策
（
堤

防
高

の
設

定
）

社
会

資
本

整
備

審
議

会
・
交

通
政

策
審

議
会

交
通

体
系

分
科

会
計

画
部

会
緊

急
提

言
「
津

波
防

災
ま

ち
づ

く
り

の
考

え
方

」
（
平

成
23

年
7月

6日
）

低
頻

度
あ

る
が

大
規

模
な

津
波

被
害

対
す

る
減

災
考

方
を

確
す

る
と

と
も

自
助

共
助

助
を

て
設

定
・

河
川

の
津

波
水

位
は

、
沿

岸
域

か
ら

津
波

遡
上

区
間

ま
で

を
一

連
の

計
算

と
し

て
津

波
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

算
定

す
る

こ
と

を
基

本
・

津
波

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
求

め
ら

れ
る

河
川

津
波

の
津

波
水

位
を

基
に

し
、

河
口

の
位

置
す

る
地

域
海

岸
の

設
計

津
波

の
水

位
を

勘
案

し
て

設
定

低
頻

度
で

は
あ

る
が

大
規

模
な

津
波

被
害

に
対

す
る

減
災

の
考

え
方

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
自

助
・
共

助
・
公

助
を

踏
ま

え
た

国
の

役
割

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

の
連

携
等

に
留

意
し

、
具

体
的

な
取

り
組

み
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

波
の

水
位
を

勘
案

し
て

設
定

堤
防
の
高
さ

施
設
計
画
上
の
津
波
水
位
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
高
さ
を
加
え
て
設
定

大
規

模
な

津
波

施
設
計
画
上
の
津
波
水
位
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
高
さ
を
加
え
て
設
定

（
考
慮
す
る
事
項
の
例
）

・
隣
接
す
る
海
岸
堤
防
の
高
さ
と
の
整
合

・
周
辺
ま
ち
づ
く
り
と
の
関
係
や
河
川
環
境
へ
の
影
響

・
微
地
形
の
影
響
等
に
よ
り
生
じ
る
津
波
水
位
の
変
動
要
因

比
較

的
頻

度
の

高
い

一
定

程
度

の
津

波

○
大

規
模

な
津

波
災

害
が

発
生

し
た

場
合

で
も

、
な

ん
と

し
て

も
人

命
を

守
る

と
い

う
考

え
方

に
基

づ
き

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

施
策

の
適

切
な

組
み

合
わ

せ
に

よ
り

、
減

災
（
人

命
を

守
り

つ
つ

、
被

害
を

で
き

る
限

り
軽

減
す

る
）
の

た
め

の
対

策
を

実
施

。

微
地
形
の
影
響
等
に
よ
り
生
じ
る
津
波
水
位
の
変
動
要
因

○
海

岸
保

全
施

設
等

に
よ

る
防

災
対

策
に

つ
い

て
は

、
比

較
的

頻
度

の
高

い
一

定
程

度
の

津
波

レ
ベ

ル
を

想
定

し
て

、
人

命
・
財

産
や

種
々

の
産

業
・
経

済
活

動
を

守
り

、
国

土
を

保
全

す
る

こ
と

を
目

標
。

比
較

的
頻

度
の

高
い

定
程

度
の

津
波

○
将

来
起

り
う

る
津

波
災

害
の

防
止

軽
減

の
た

め
全

国
活

用
可

能
な

般
的

な
制

度
を

創
設

し

津
波

防
災

地
域

づ
く
り

に
関

す
る

法
律

（
平

成
23

年
12

月
14

日
公

布
）

○
将

来
起

こ
り

う
る

津
波

災
害

の
防

止
・
軽

減
の

た
め

、
全

国
で

活
用

可
能

な
一

般
的

な
制

度
を

創
設

し
、

ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト

の
施

策
を

組
み

合
わ

せ
た

「
多

重
防

御
」
に

よ
る

「
津

波
防

災
地

域
づ

く
り

」
を

推
進

。

津
波

防
災

地
域

づ
く
り

の
イ

メ
ー

ジ

海
岸
堤
防
の
高
さ
の
基
準
と
な
る
設
計
津
波
の
水
位
の
設
定

（
す
べ
て
の
海
岸
で
同
じ
考
え
方
（
設
定
基
準
）
に
よ
り
、
一
定
の
安
全
水
準
を
確
保
※
）

地
域
海
岸
（
一
連
の
海
岸
線
や
湾
）
ご
と
に

・
過
去
の
津
波
の
痕
跡
高
さ
等
の
記
録
を
整
理

数
十
年
～
百
数
十
年
の
頻
度

津
波

防
護
施
設

（
閘
門
）

避
難

路
避
難

場
所
（
高
台
）

指
定
津

波
防

護
施
設

（
既

存
道
路
）

浸
水

が
防

止
さ

れ
る

区
域

浸
水

が
防

止
さ

れ
る

区
域

過
去
の
津
波
の
痕
跡
高
さ
等
の
記
録
を
整
理

（
例
：
貞
観
地
震
、
明
治
三
陸
地
震
、
昭
和
三
陸
地
震
、

チ
リ
地
震
、

2
0
1
1
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

等
）

・
発
生
の
可
能
性
が
高
い
地
震
等
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
津
波
高
さ
を
想
定
（
例
：
想
定
宮
城
県
沖
地
震

等
）

数
十
年

百
数
十
年
の
頻
度

で
発
生
し
て
い
る
津
波
（津

波
高
さ
で
評
価
）を

対
象
に
設

計
津
波
の
水
位
を
設
定
。

津
波
防

護
施
設

（
兼
用
工
作

物
）

津
波
避

難
タ
ワ
ー

津
波

避
難
ビ
ル

津
波

避
難
ビ
ル

よ
り
津
波
高
さ
を
想
定
（
例
：
想
定
宮
城
県
沖
地
震

等
）

※
一

連
の
沿

岸
で
後

背
地

の
一

定
の
安

全
を
確

保
す
る
た
め
に
必

要
な
高

さ
と
し
て
、
政

府
の
中

央
防

災
会

議
で
示

さ
れ

た
国

の
基

本
的

考
え
方

に
基

づ
き
、

農
林

水
産

省
及

び
国

土
交

通
省

に
お
い
て
設

定
方
法

を
海

岸
管

理
部

局
に
通

知
。
（
平

成
2
3
年

7
月

8
日

）
＜

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波

＞

・
住

民
避

難
を

柱
と

し
た

総
合

的
防

災
対

策
を

構
築

す
る

上
で

設
定

す
る

津
波

宅
地
の
嵩

上
げ

地
域

の
選

択
に

よ
り

、
都

道
府

県
知

事
が

｢津
波

災
害

特
別

警
戒

区
域

｣を
指

定
で

き
る

。
津

波
浸

水
想

定

津
波

避
難

タ
ワ
ー

（
例

）
20

11
年

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
津
波
高

さ
（
T.

P
.）

を
構

築
す

る
上

で
設

定
す

る
津

波

＜
比

較
的

頻
度

の
高

い
津

波
＞

海
岸

堤
防

建
設

を
行

う
上

想
定

す
る

津
波

復
旧
す
る
海
岸
堤
防

津
波

災
害

特
別

警
戒

区
域

【
オ

レ
ン

ジ
ゾ

ー
ン

】
津

波
災

害
特

別
警

戒
区

域
【
オ

レ
ン

ジ
ゾ

ー
ン

】

津
波

災
害

特
別

警
戒

区
域

の
う

ち
津

波
災

害
特

別
警

戒
区

域
の

う
ち

①
病

室
等

の
居

室
の

床
面

の
高

さ
が

津
波

の
水

深
以

上
②

病
院

等
の

建
築

を
予

定
し

た
盛

土
等

の
開

発
行

為
の

規
制

津
波

【
レ

ッ
ド

ゾ
ー

ン
】

津
波

災
害

警
戒

区
域

【
イ

エ
ロ

ー
ゾ

ー
ン

】

・
津

波
警

戒
避

難
体

制
の

整
備

（
避

難
施

設
・
避

難
経

路
、

津
波

避
難

訓
練

、
情

報
伝

達
等

）
・
市

町
村

に
よ

る
津

波
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
等

津
波

災
害

警
戒

区
域

【
イ

エ
ロ

ー
ゾ

ー
ン

】

・
津

波
警

戒
避

難
体

制
の

整
備

（
避

難
施

設
・
避

難
経

路
、

津
波

避
難

訓
練

、
情

報
伝

達
等

）
・
市

町
村

に
よ

る
津

波
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
等

被
災
前
の
海
岸
堤
防

（
例

）
18

96
年

明
治
三
陸
地
震
の
津
波
高
さ
（
T.

P
.）

19
33

年
昭
和
三
陸
地
震
の
津
波
高
さ
（
T.

P
.）

19
60

年
チ
リ
地
震
の
津
波
高
さ
（
T.

P
.）

・
海

岸
堤

防
の

建
設

を
行

う
上

で
想

定
す

る
津

波
復
旧
す
る
海
岸
堤
防

海
岸

堤
防

津
波

災
害

特
別

警
戒

区
域

の
う

ち
市

町
村

長
が

条
例

で
定

め
た

区
域

津
波

災
害

特
別

警
戒

区
域

の
う

ち
市

町
村

長
が

条
例

で
定

め
た

区
域

住
宅

等
の

居
室

等
の

全
部

が
津

波
の

水
深

以
下

住
宅

等
の

居
室

等
の

一
部

が
津

波
の

水
深

以
上

【
レ

ッ
ド

ゾ
ン

】
市

町
村

に
よ

る
津

波
ハ

ザ
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

等
市

町
村

に
よ

る
津

波
ハ

ザ
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

等

地
盤
沈
下

被
災

し
た
海

岸
堤

防

m-rvbkke
テキストボックス
－９－




北
上

川
水

系
等

４
水

系
の

河
川

整
備

基
本

方
針

変
更

の
概

要

河
川

整
備

基
本

方
針

変
更

の
概

要

・
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
で

は
、

津
波

に
よ

り
甚

大
な

被
害

が
生

じ
る

と
と

も
に

、
広

域

【
海

岸
堤

防
高

の
設

定
に

つ
い

て
】

○
設

計
津

波
対

象
群

を
対

象
に

、
海

岸
堤

防
に

よ
る

せ
り

上
が

り
を

考
慮

し
て

設
計

津
波

の
水

位
（
Ｈ

１
）
を

算
出

宮
城

県
沿

岸
の

地
域

海
岸

分
割

図

志
津

川
湾

本
吉

海
岸

唐
桑

半
島

東
部

唐
桑

半
島

西
部

②

気
仙

沼
湾

気
仙

沼
湾

奥
部

志
津

川
湾

本
吉

海
岸

唐
桑

半
島

東
部

唐
桑

半
島

西
部

②

気
仙

沼
湾

気
仙

沼
湾

奥
部

的
な

地
盤

沈
下

が
発

生

・
今

回
、

北
上

川
水

系
等

４
水

系
の

河
川

整
備

基
本

方
針

に
つ

い
て

、
次

の
変

更
を

行
う

＜
変

更
概

要
＞

を
考

慮
し

て
、

設
計

津
波

の
水

位
（
Ｈ

１
）
を

算
出

設
計

津
波

は
地

域
海

岸
ご

と
に

設
定

○
設

計
高

潮
位

に
波

浪
の

う
ち

あ
げ

高
を

加
え

た
水

位
（
Ｈ

２
）
を

算
出 設

計
高

潮
位

：
三

陸
南

沿
岸

T
P

+
1

2
0m

万
石

浦

女
川

湾雄
勝

湾

追
波

湾

大
島

西
部

大
島

東
部

雄
勝

湾
奥

部

唐
桑

半
島

西
部

①
北

上
川

旧
北

上
川

、
鳴

瀬
川

万
石

浦

女
川

湾雄
勝

湾

追
波

湾

大
島

西
部

大
島

東
部

雄
勝

湾
奥

部

唐
桑

半
島

西
部

①
北

上
川

旧
北

上
川

、
鳴

瀬
川

＜
変

更
概

要
＞

①
河

口
部

に
お

け
る

施
設

計
画

上
の

津
波

水
位

の
設

定
等

②
広

域
的

な
地

盤
沈

下
に

対
応

し
た

計
画

高
水

位
の

補
正

設
計

高
潮

位
：
三

陸
南

沿
岸

T
.P

.+
1.

2
0m

、
仙

台
湾

沿
岸

T
.P

.+
1
.6

0
m

計
画

波
浪

：
波

高
7
.7

0
m

、
周

期
1
3
.0

（
s）

○
Ｈ

１
と

Ｈ
２

の
い

ず
れ

か
高

い
方

を
設

計
水

位
と

設
定

○
こ

の
水

位
を

前
提

に
海

岸
の

利
用

や
環

境
景

観
経

済
性

仙
台

湾
南

部
海

岸
①

七
ヶ

浜
海

岸
②

松
島

湾

石
巻

海
岸

牡
鹿

半
島

西
部

牡
鹿

半
島

東
部

七
ヶ

浜
海

岸
①

鳴
瀬

川

名
取

川

仙
台

湾
南

部
海

岸
①

七
ヶ

浜
海

岸
②

松
島

湾

石
巻

海
岸

牡
鹿

半
島

西
部

牡
鹿

半
島

東
部

七
ヶ

浜
海

岸
①

鳴
瀬

川

名
取

川

①
河

口
部

に
お

け
る

施
設

計
画

上
の

津
波

水
位

の
設

定
等

・
河

口
地

点
の

堤
防

高
は

洪
水

、
高

潮
、

津
波

（
「
施

設
計

画
上

の
津

波
」
）
に

対
し

て
必

要
と

さ
れ

る
堤

○
こ

の
水

位
を

前
提

に
、

海
岸

の
利

用
や

環
境

、
景

観
、

経
済

性
、

維
持

管
理

の
容

易
性

な
ど

を
総

合
的

に
考

慮
し

て
堤

防
高

さ
を

設
定

（
所

管
省

庁
間

や
隣

接
海

岸
間

で
整

合
性

を
確

保
）

仙
台

湾
南

部
海

岸
②

阿
武

隈
川

仙
台

湾
南

部
海

岸
②

阿
武

隈
川

防
高

の
う

ち
高

い
も

の
と

し
、

海
岸

堤
防

高
と

の
整

合
を

図
っ

て
設

定
・
河

川
整

備
基

本
方

針
に

は
、

堤
防

高
の

決
定

に
際

し
て

支
配

的
と

な
る

要
因

に
つ

い
て

、
そ

の
基

準
と

な
る

水
位

（
洪

水
：
計

画
高

水
位

、
高

潮
：
計

画
高

潮
位

、
津

波
：
施

設
計

画
上

の
津

波
水

位
）
を

規
定

設
計

津
波

の

堤
防

高
さ

せ
り

上
が

り

・
「
施

設
計

画
上

の
津

波
」
は

海
岸

堤
防

計
画

に
お

け
る

設
計

津
波

と
同

の
も

の
を

用
い

る

津
波

に
対

す
る

堤
防

高
の

設
定

高
潮

に
対

す
る

堤
防

高
の

設
定

・
海

岸
堤

防
計

画
(高

潮
計

画
)と

同
じ

外
力

を
用

い
る

。

設
計

津
波

の
水

位
（
H

1
）

津
波

高
さ

（
T
.P

.(
m

)）

津
波

高
潮

・
波

浪

設
計

高
潮

位
に

波
浪

の
う

ち
あ

げ
高

を
加

え
た

水
位

波
浪

の
う

ち
あ

げ
設

計
津

波
と

同
一

の
も

の
を

用
い

る

・
河

川
に

お
け

る
「
施

設
計

画
上

の
津

波
水

位
」
は

、
津

波

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

よ
り

求
ま

る
水

位
を

基
に

し
て

設
定

・
地

形
条

件
に

つ
い

て
は

、
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に

よ
る

広
域

的
な

地
盤

沈
下

や
津

波
に

よ
る

侵
食

を
反

映

・
河

川
堤

防
高

は
、

計
画

高
潮

位
に

波
の

打
上

げ
高

を
加

え
た

高
さ

を
基

に
し

て
設

定

・
地

形
条

件
に

つ
い

て
は

、
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に

よ
る

広
域

的
な

地
盤

沈
下

や
津

波
に

よ
る

侵

基
準

面

高
潮

・
波

浪
を

加
え

た
水

位
（
H

2
）

【
設

計
津

波
の

設
定

（
追

波
湾

の
例

）
】

よ
る

広
域

的
な

地
盤

沈
下

や
津

波
に

よ
る

侵
食

を
反

映

し
た

地
形

を
基

に
、

あ
ら

か
じ

め
次

の
津

波
の

原
因

と

な
る

地
震

に
よ

る
地

盤
沈

下
を

見
込

ん
だ

地
形

を
用

い

る

・
河

口
地

点
の

堤
防

高
は

海
岸

堤
防

計
画

と
の

整
合

を

震
に

よ
る

広
域

的
な

地
盤

沈
下

や
津

波
に

よ
る

侵

食
を

反
映

し
た

地
形

を
用

い
る

・
河

口
地

点
の

堤
防

高
は

海
岸

堤
防

計
画

と
の

整
合

2
0

2
5

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波

m）

三
陸

南
沿

岸
追

波
湾

（
北

上
川

）
※

宮
城

県
沿

岸
に

お
け

る
海

岸
堤

防
高

さ
の

設
定

に
つ

い
て

（
H

2
3
.9

.9
宮

城
県

沿
岸

域
現

地
連

絡
調

整
会

議
資

料
）
を

基
に

作
成

・
河

口
地

点
の

堤
防

高
は

海
岸

堤
防

計
画

と
の

整
合

を

図
る

・
河

口
地

点
の

堤
防

高
は

海
岸

堤
防

計
画

と
の

整
合

を
図

る

現
行

の
堤

防
へ

の
す

り
つ

け
を

含
め

た
堤

防
の

縦
断

形
は

河
道

の
地

形
特

性
波

浪
の

挙
動

等
を

1
0

1
5

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

（
M

9
.0

）

昭
和

三
陸

地
震

(M
8
.1

)
頻

度
の

高
い

津
波

津波高T.P.（m

現
行

の
堤

防
へ

の
す

り
つ

け
を

含
め

た
堤

防
の

縦
断

形
は

、
河

道
の

地
形

特
性

、
波

浪
の

挙
動

等
を

考
慮

し
て

検
討

を
行

い
、

橋
梁

等
の

構
造

物
や

堤
内

地
の

地
形

、
道

路
計

画
等

を
勘

案
し

て
設

定
し

て
い

く
05

1
5
0
0

1
6
0
0

1
7
0
0

1
8
0
0

1
9
0
0

2
0
0
0

2
1
0
0

十
勝

沖
地

震
(M

7
.9

）
安

政
三

陸
沖

地
震

（
M

8
.0

）
想

定
宮

城
県

沖
地

震

明
治

三
陸

地
震

(M
8
.5

)
チ

リ
地

震
(M

9
.5

)

86
9

三
陸

は
る

か
沖

地
震

(M
7
.7

)

西
暦

②
広

域
的

な
地

盤
沈

下
に

対
応

し
た

計
画

高
水

位
の

修
正

海
面

水
位

の
影

響
を

河
口

・
現

行
の

計
画

高
水

位
か

ら
地

盤
沈

下
量

を
差

し
引

い
た

高
さ

を
基

に
し

て
補

正
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

・
海

面
水

位
の

影
響

を
受

け
る

区
間

に
つ

い
て

は
、

上
記

の
方

法
に

よ
る

補
正

で
は

な
く

沈
下

後
の

河
道

に
お

い
て

準
二

計
画

高
水

位
（

現
行

）

計
画

高
水

位
（

補
正

後
）

地
震

後
堤

防
高

地
震

前
堤

防
高

計
画
高
水
位
（
現
行
）

海
面
水
位
の
影
響
を

受
け
る
区

間

（
施
設
計
画
上
の
津
波
水
位
）

法
に

よ
る

補
正

で
は

な
く
、

沈
下

後
の

河
道

に
お

い
て

準
二

次
元

不
等

流
に

よ
る

水
位

計
算

を
行

い
、

計
算

水
位

を
基

に
補

正
す

る
。

・
全

川
に

わ
た

り
水

位
計

算
を

行
い

、
補

正
後

の
計

画
高

水
位

地
震
前

地
震
後

出
発

水
位

計
画

高
水

位
（

補
正

後
）

計
画

高
水

位
（
現

行
）

沈
下

量
以

下
で

計
画

高
水

流
量

が
流

下
す

る
こ

と
を

確
認

計
画

高
水

位
補

正
の

横
断

形
（

概
念

図
）

計
画

高
水

位
（
現

行
）
－

沈
下

量

計
画

高
水

位
補

正
の

縦
断

形
（

概
念

図
）

m-rvbkke
テキストボックス
－１０－




北
上

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
変

更
の

概
要

流
域

及
び

河
川

の
概

要
北

水
系

整
備

基
本

方
針

（
成

年
）

概
中 津 川

稗 貫 川
石 川

人 首 川

砂 鉄 川

1,200

1,500

男 山

猿

1,200

950

1,000

ヶ

流
域

及
び

河
川

の
概

要

・
北

上
川

は
そ

の
源

を
岩

手
県

岩
手

郡
岩

手
町

御
堂

に
発

し
、

大
小

支
川

を
合

わ
せ

て
岩

手
県

を
南

に
縦

貫
し

、
一

関
市

の
狭

窄
部

を
経

て
宮

城
県

に
流

下
。

そ
後

新
部

経
追

湾

北
上

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
（

平
成

18
年

11
月

）
の

概
要

【
計

画
諸

元
】

●
計

画
規

模
1
/
1
5
0

◆
北
上
川
計
画
高
水
流
量
図

（
単
位
:
m
3
/
s
）

太 平 洋

磐
胆

和

● 館 坂

● 明 治

■ 狐 禅

● 登 米

北
上

川
9
0
0

800

8
,0

0
0

,600

8
,7

0
0

8
,5

0
0

石
雫

山 ●

旧
北

上
川

3
,1

0
0

500

,500

● 河 口

の
後

、
旧

北
上

川
に

分
派

し
、

本
川

は
新

川
開

削
部

を
経

て
追

波
湾

に
注

ぐ
。

・
河

口
か

ら
勾

配
の

緩
い

区
間

が
長

く
続

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
津

波
が

遡
上

し
や

す
い

地
形

。
・
宮

城
県

と
岩

手
県

の
県

境
か

ら
上

流
の

約
3
0
km

の
区

間
は

狭
窄

部
と

な
っ

て

●
計

画
降

雨
量

【北
上

川
】

2
0
0
m

m
/
2
日

(狐
禅

寺
)

【旧
北

上
川

】
2
6
7
m

m
/
2
日

(和
渕

)
●

基
本

高
水

の
ピ

ー
ク

流
量

【
北

上
川

】
1
3

6
0
0

3
/

（
狐

禅
寺

）
磐 井 川

胆 沢 川

和 賀 川

橋
橋

寺

● 佐 沼

● 三 方 江

● 涌 谷

● 河 口

1,

1

350

1,000

8
0
0

■ 和 渕

2
,5

0
0

石 巻 湾

雫 石 川

旧
北

上
川

1,5

1,

1,000

宮
城

県
と

岩
手

県
の

県
境

か
ら

上
流

の
約

3
0
km

の
区

間
は

狭
窄

部
と

な
っ

て
お

り
、

狭
窄

部
上

流
で

は
氾

濫
特

性
を

考
慮

し
て

一
関

遊
水

地
の

建
設

を
進

め
て

い
る

。

【
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上
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】
1
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,6

0
0
m

3
/
s

（
狐

禅
寺

）
【旧

北
上

川
】

4
,1

0
0
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3
/
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(和
渕

）

基
本

高
水

の
ピ

ー
ク

流
量

等
一

覧
表

河
川
名

基
準
地
点

基
本
高
水

の

ピ
ク
流

量

洪
水
調
節

施
設

に
よ
る
調

節
流
量

河
道
へ
の

配
分
流
量

1
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0
0
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以
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凡
例

凡
例

江 合 川
迫 川

● 大 林

● 荒 雄

1,600

1,800

8
0
0

新 江 合 川
旧 迫 川

鳴 瀬 川
青
森

県
北
上
川
水

系
青
森

県
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川
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青
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系

河
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名
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準
地
点
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ク
流
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に
よ
る
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節
流
量
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配
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流
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北
上

川
狐

禅
寺

1
3
,
6
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0
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5
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0

旧
北
上
川

和
渕

4
,
1
0
0

1
,
6
0
0

2
,
5
0
0

松
川

西
岳

七
時

雨
山

北

 
5
0
0
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0
0
m

3
0
0
～

5
0
0
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1
0
0
～

3
0
0
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0
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1
0
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■
基

準
地

点

●
主
要
な
地
点

■
基

準
地

点

●
主
要
な
地
点

川
川

川

河
口

部
に

お
け

る
水

位
の

規
定

等

【
北

上
川

】
河

口
が

位
置

す
る

追
波

湾
の

堤
防

高
は

津
波

対
策

に
よ

り
設

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る

広
域

的
な

地
盤

沈
下

に
対

応
し

た
計

画
高

水
位

の
補

正

岩
手
県

秋
田

県

宮
城
県

山
形
県

岩
手
県

秋
田

県

宮
城
県

山
形
県

岩
手
県

秋
田

県

宮
城
県

山
形
県

雫
石

川
中

津
川

盛
岡

市

（
約
3
0
万

人
）

岩
手

山

駒
ヶ

岳

姫
神

山
北 上 高 地

四
十
四
田
ダ
ム

御
所
ダ
ム

綱
取
ダ
ム

明
治

橋

館
坂

橋

明
治

橋
(1

8
6
.5

k
)

館
坂

橋
(1

8
9
.5

k
)

15
0.

0k

地
盤

沈
下

量
(単

位
:m
)

-
0
.8

2
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0
.8

0

-
0
.7

9
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0
.7

5

-
0
.7

4
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0
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0

-
0
.6

9
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0
.6

5

-
0
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4
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0
.6

0

-
0
.5

9
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0
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-
0
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4
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0
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-
0
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9
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0
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-
0
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4
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0
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0

-
0
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9
 -
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0
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5

明
治
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8
6
.5
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)

館
坂

橋
(1

8
9
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)
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明
治
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館
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8
9
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k
)
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0k

明
治

橋
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8
6
.5

k
)

館
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橋
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8
9
.5

k
)
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0.

0k

地
盤

沈
下

量
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位
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-
0
.8

2
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0
.8

0

-
0
.7

9
 -

 -
0
.7

5

-
0
.7

4
 -

 -
0
.7

0

-
0
.6

9
 -

 -
0
.6

5

-
0
.6

4
 -

 -
0
.6

0

-
0
.5

9
 -

 -
0
.5

5

-
0
.5

4
 -

 -
0
.5

0

-
0
.4

9
 -

 -
0
.4

5

-
0
.4

4
 -
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0
.4

0

-
0
.3

9
 -
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0
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5

・
河

口
が

位
置

す
る

追
波

湾
の

堤
防

高
は

津
波

対
策

に
よ

り
設

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。

・
北

上
川

河
口

地
点

の
堤

防
高

は
、

河
口

が
位

置
す

る
追

波
湾

に
お

い
て

設
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

堤
防

高
と

の
整

合
を

図
り

、
T.

P.
+8

.4
m

と
す

る
こ

と
と

し
、

北
上

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
に

お
い

て
、

河
口

地
点

に
お

け
る

施
設

計
画

上
の

津
波

水
位

T.
P.

+7
.4

m
を

規
定

す
る

。

・
主

な
地

点
の

地
盤

沈
下

量
は

、
旧

北
上

川
河

口
で

6
5
c
m

程
度

、
北

上
川

河
口

で
7
0
c
m

程
度

。
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計
画

堤
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高
T.

P
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4m
施

設
計

画
上

の
津

波
水

位

T.
P

7．
4m

流
域

及
び

氾
濫

域
の

諸
元

流
域

面
積

：
1
0
,1

5
0
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2

和
賀

川

胆
沢

川

人
首

川猿
ヶ

石
川

焼
石

岳

岩
手

県

（
約

1
0
万

人
）

北
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市

（
約

9
万

人
）

奥 羽 山 脈
石
淵
ダ
ム

田
瀬
ダ
ム

湯
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ダ
ム

入
畑
ダ
ム

遠
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ダ
ム

男
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河
口
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瀬
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涌
谷

(1
0
.8

k
)

荒
雄

(2
6
.6

k
)

登
米

(3
1
.2

k
)

河
口

(-
0
.6

k
)

江
合

川
→

旧
北

上
川

→

鳴
瀬

川
→

吉
田

川
→

河
口

和
渕

(2
1
.8

k
)

涌
谷

(1
0
.8

k
)

荒
雄

(2
6
.6

k
)

登
米

(3
1
.2

k
)

宮
城

県

約
0
.7

m
↓

約
0.

6
m

↓

北
上
川
に

お
け
る
沈

量
メ

シ
図

流
域

面
積

：
1
0
,1

5
0
km

幹
川

流
路

延
長

：
2
4
9
km

想
定

氾
濫

区
域

内
人

口
：
約

6
5
万

人
砂

鉄
川

磐
井

川

千
厩

川
栗

駒
山

奥
州

市

（
約

1
3
万

人
）

脈

狭 窄
荒
砥
沢
ダ
ム

栗
駒
ダ
ム

胆
沢
ダ
ム

上 川

狐
禅

寺

【
旧

北
上

川
】

・
河

口
が

位
置

す
る

石
巻

海
岸

の
堤

防
高

は
高

潮
対

策
に

よ
り

設
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。
・
旧

北
上

川
河

口
地

点
の

堤
防

高
は

、
河

口
が

位
置

す
る

石
巻

海
岸

に
お

い
て

設
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

堤
防

高
と

の
整

合
を

図
り

T
P

+7
2m

と
す

る
こ

と
と

し
北

上
川

水
系

河
川

北
上
川
に

お
け
る
沈

下
量
メ

ッ
シ

ュ
図

H
2
3
.
1
0
.
3
1
国
土
地
理
院
公
表
の
補
正
パ
ラ
メ
ー
タ

「
平
成
2
3
年
(
2
0
1
1
年
)
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
よ
り
作

成

三
迫

川
迫

川

一
関

市

登
米

市

（
約

8
万

人
）

旧 迫 川

部
花
山
ダ
ム 小

田
ダ
ム

鳴
子
ダ
ム

二
迫

川

登
米

化
女
沼
ダ
ム

長
沼
ダ
ム

小
堤

小
堤

周
囲

堤

北
上
川

北
上
川

平平 泉泉 町町 市市 街街 地地
第
１
遊
水
地

第
１
遊
水
地

第
２
遊
水
地

第
２
遊
水
地

第
３
遊
水
地

第
３
遊
水
地

計
画

高
水

位
の

補
正

結
果

※
新

旧
差

(m
)

(k
m

)
現

行
①

補
正

後
②

②
－

①

館
坂

橋
18

9.
5

12
4.

03
12

3.
98

-0
.0

5

河
口

又
は

合
流

点
か

ら
の

距
離

計
画

高
水

位

(T
.P

.m
)

地
点

名
河

川
名

※
新

旧
差

(m
)

(k
m

)
現

行
①

補
正

後
②

②
－

①

館
坂

橋
18

9.
5

12
4.

03
12

3.
98

-0
.0

5

河
口

又
は

合
流

点
か

ら
の

距
離

計
画

高
水

位

(T
.P

.m
)

地
点

名
河

川
名

と
さ

れ
て

い
る

堤
防

高
と

の
整

合
を

図
り

、
T.

P.
+7

.2
m

と
す

る
こ

と
と

し
、

北
上

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
に

お
い

て
、

河
口

地
点

に
お

け
る

計
画

高
潮

位
T.

P
.+

1.
63

m
を

規
定

す
る

。

計
画

堤
防

高
T.

P
.7

.2
m

宮
城

県

関
市

（
約

1
2
万

人
）

大
崎

市

（
約

1
4
万

人
）

追 波 湾

和
渕

荒
雄

涌
谷

河
口

河
口

江
合

川
旧 北 上 川

一
関

市
市

街
地

一
関

市
市

街
地

地地

明
治

橋
18

6.
5

12
0.

56
12

0.
51

-0
.0

5

男
山

12
4.

7
55

.4
4

55
.3

5
-0

.0
9

狐
禅

寺
77

.9
27

.7
1

27
.5

4
-0

.1
7

31
2

12
14

11
74

0
40

北
上

川

明
治

橋
18

6.
5

12
0.

56
12

0.
51

-0
.0

5

男
山

12
4.

7
55

.4
4

55
.3

5
-0

.0
9

狐
禅

寺
77

.9
27

.7
1

27
.5

4
-0

.1
7

31
2

12
14

11
74

0
40

北
上

川
計

画
高

潮
位

T.
P

.1
.6

3m
一
関
遊
水
地

石
巻

市

（
約

1
6
万

人
）

石 巻 湾

基
準

地
点

想
定

氾
濫

区
域

主
要

地
点

北
上

川
の

河
床

勾
配

と
川

幅
登

米
31

.2
12

.1
4

11
.7

4
-0

.4
0

旧
北

上
川

和
渕

21
.8

5.
35

4.
98

-0
.3

7
旧

北
上

川
合

流
点

か
ら

26
.6

旧
北

上
川

合
流

点
か

ら

10
8

-0
.1

6

- 0
29

20
.9

1
20

.7
5

涌
谷

10
18

9
89

江
合

川
荒

雄

登
米

31
.2

12
.1

4
11

.7
4

-0
.4

0

旧
北

上
川

和
渕

21
.8

5.
35

4.
98

-0
.3

7
旧

北
上

川
合

流
点

か
ら

26
.6

旧
北

上
川

合
流

点
か

ら

10
8

-0
.1

6

- 0
29

20
.9

1
20

.7
5

涌
谷

10
18

9
89

江
合

川
荒

雄

 
 

・
現

行
の

堤
防

へ
の

す
り

つ
け

を
含

め
た

堤
防

の
縦

断
形

は
河

道
の

地
形

特
性

、
波

浪
の

挙
動

等
を

考
慮

し
て

検
討

を
行

い
、

橋
梁

等
の

構
造

物
や

堤
内

地
の

地
形

、
道

路
計

画
等

を
勘

案
し

て
設

定
し

て
い

く
。

北
上

川
の

河
床

勾
配

と
川

幅

10
.8

鳴
瀬

川
合

流
点

か
ら

4.
5

旧
北

上
川

合
流

点
か

ら

33
.4

旧
北

上
川

合
流

点
か

ら

16
9

-0
.3

9

-0
.1

0

-0
.3

0

0.
29

迫
川

大
林

16
.5

8
16

.4
8

佐
沼

9.
18

8.
88

新
江

合
川

20
.5

7
20

.1
8

涌
谷

10
.1

8
9.

89
10

.8
鳴

瀬
川

合
流

点
か

ら

4.
5

旧
北

上
川

合
流

点
か

ら

33
.4

旧
北

上
川

合
流

点
か

ら

16
9

-0
.3

9

-0
.1

0

-0
.3

0

0.
29

迫
川

大
林

16
.5

8
16

.4
8

佐
沼

9.
18

8.
88

新
江

合
川

20
.5

7
20

.1
8

涌
谷

10
.1

8
9.

89

狭
窄

区
間

 一 関 遊 水

 

勾
配

急
変

点
 

1/
17

00
0～

1/
50

00
 

1/
30

00
 

～
1/

20
00

 
1/

15
00

～
1/

50
0 

地
域

海
岸

名

設
計

津
波

設
計

津
波

か
ら

求
め

た
必

要
堤

防
高

津
波

＞
高

潮
の

チ
ェ

ッ
ク

新
計

画
堤

防
高

対
象

地
震

設
計

津
波

の
水

位

追
波

湾
明

治
三

陸
地

震
7

4
8

4
○

8
4

宮
城

県
沿

岸
の

海
岸

堤
防

高
の

設
定

（
案

）
単

位
：
ｍ

（
Ｔ

．
Ｐ

．
）

注
）T

.P
. :

東
京

湾
中

等
潮

位

※
：

基
点

か
ら

の
距

離

16
.9

旧
北

上
川

合
流

点
か

ら

12
.7

-0
.2

5
旧

迫
川

三
方

江
6.

24
5.

99

注
）T

.P
. :

東
京

湾
中

等
潮

位

※
：

基
点

か
ら

の
距

離

16
.9

旧
北

上
川

合
流

点
か

ら

12
.7

-0
.2

5
旧

迫
川

三
方

江
6.

24
5.

99
水 地 

追
波

湾
明

治
三

陸
地

震
7
.4

8
.4

○
8
.4

石
巻

海
岸

明
治

三
陸

地
震

3
.4

4
.4

高
潮

に
て

決
定

7
.2

※
宮

城
県

沿
岸

に
お

け
る

海
岸

堤
防

高
さ

の
設

定
に

つ
い

て
（
H

2
3
.9

.9
宮

城
県

沿
岸

域
現

地
連

絡
調

整
会

議
資

料
）
を

基
に

作
成

m-rvbkke
テキストボックス
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鳴
瀬

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
変

更
の

概
要

流
域

及
び

河
川

の
概

要
鳴

瀬
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

（
平

成
18

年
2月

）
概

要

・
鳴

瀬
川

は
、

そ
の

源
を

宮
城

県
と

山
形

県
境

に
ま

た
が

る
船

形
山

に
発

し
、

大
小

支
川

を
合

わ
せ

て
大

崎
平

野
を

貫
流

し
、

吉
田

川
と

野
蒜

地
点

で
合

流
し

石
巻

湾
注

ぐ

流
域

及
び

河
川

の
概

要
鳴

瀬
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

（
平

成
18

年
2月

）
の

概
要

【
計

画
諸

元
】

●
計

画
規

模
1
/
1
0
0

◆
鳴
瀬
川
計
画
高
水
流
量
図
（
単
位
:
m
3
/
s
）

凡
例

■
基

準
地

点

凡
例

■
基

準
地

点

巻
湾

へ
注

ぐ
｡

•
河

口
か

ら
勾

配
が

緩
い

区
間

が
長

く
続

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
津

波
が

遡
上

し
や

す
い

地
形

。
•

周
囲

を
山

に
囲

ま
れ

、
洪

水
は

ん
濫

が
発

生
し

た
場

合
に

被
害

が
長

期
間

に
及

●
計

画
降

雨
量

【
鳴

瀬
川

】
：

3
1
2
m

m
/
2
日

（
三

本
木

）
【
吉

田
川

】
：

3
3
5
m

m
/
2
日

（
落

合
）

●
基

本
高

水
の

ピ
ー

ク
流

量
【
鳴

瀬
川

】
4

1
0
0

3
/

（
三

本
木

）

●
主
要
な
地
点

●
主
要
な
地
点

周
囲

を
山

に
囲

ま
れ

、
洪

水
は

ん
濫

が
発

生
し

た
場

合
に

被
害

が
長

期
間

に
及

ぶ
こ

と
か

ら
、

市
街

地
へ

の
浸

水
の

拡
大

を
防

ぐ
二

線
堤

の
整

備
な

ど
「
水

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

」
を

進
め

て
い

る
。

【
鳴

瀬
川

】
：

4
,1

0
0
m

3
/
s（

三
本

木
）

【
吉

田
川

】
：

2
,3

0
0
m

3
/
s（

落
合

）

基
本

高
水

の
ピ

ー
ク

流
量

等
一

覧
表

河
川
名

基
準
地
点

基
本
高
水
の

洪
水
調
節
施
設

河
道
へ
の

河
川
名

基
準
地
点

ピ
ー
ク
流
量
（
m
3
/
s
）

に
よ
る
調
節
流
量
（
m
3
/
s
）

配
分
流
量
（
m
3
/
s
）

鳴
瀬
川

三
本
木

4
,1
0
0

8
00

3
,3
0
0

吉
田
川

落
合

2
,3
0
0

7
00

1
,6
0
0

流
域

及
び

氾
濫

域
の

諸
元

流
域

面
積

：
1
,1

3
0
km

2

幹
川

流
路

延
長

：
8
9
km

想
定

氾
濫

区
域

内
人

口
：
約

1
6
万

人

青
森

県

秋
田
県

岩
手
県

青
森

県

秋
田
県

岩
手
県

箕
輪
山

翁
峠

鳴
瀬
川
流

域
大
崎

市

約
1
.8
万

人

加
美
町

約
2
.7
万
人

色
麻
町

約
8
千
人

箕
輪
山

翁
峠

鳴
瀬
川
流

域
大
崎

市

約
1
.8
万

人

加
美
町

約
2
.7
万
人

色
麻
町

約
8
千
人

河
口

部
に

お
け

る
水

位
の

規
定

等
広

域
的

な
地

盤
沈

下
に

対
応

し
た

計
画

高
水

位
の

補
正

【
鳴

瀬
川

】

宮
城
県

山
形

県

鳴
瀬
川

水
系

宮
城
県

山
形

県

鳴
瀬
川

水
系

漆
沢
ダ
ム
（
県
）

半
森
山

田
川

筒
砂
子
川

鳴
瀬
川

新
江
合
川

涌
谷
町

約
1
.8
万

人

美
里

町

約
1
.8
万
人

小
野

田

三
本
木

漆
沢
ダ
ム
（
県
）

半
森
山

田
川

筒
砂
子
川

鳴
瀬
川

新
江
合
川

涌
谷
町

約
1
.8
万

人

美
里

町

約
1
.8
万
人

小
野

田

三
本
木

【
鳴

瀬
川

】

・
河

口
が

位
置

す
る

石
巻

海
岸

の
堤

防
高

は
高

潮
対

策
に

よ
り

設
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。

・
鳴

瀬
川

河
口

地
点

の
堤

防
高

は
、

河
口

が
位

置
す

る
石

巻
海

岸
に

お
い

て
設

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
堤

防
高

と
の

整
合

を
図

り
T

P
+7

2m

・
主

な
地

点
の

地
盤

沈
下

量
は

、
鳴

瀬
川

河
口

で
4
0
c
m

程
度

。
福
島
県

福
島
県

落
合

船
形
山

高
城

川
水

系
流
域

吉
田
川

石
巻
市

約
1
6
.7
万

人

三
本
木

野
田
橋

落
合

船
形
山

高
城

川
水

系
流
域

吉
田
川

石
巻
市

約
1
6
.7
万

人

三
本
木

野
田
橋

宮
城

県
宮

城
県

て
設

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。

堤
防

高
と

の
整

合
を

図
り

、
T.

P.
+7

.2
m

と
す

る
こ

と
と

し
、

鳴
瀬

川
水

系
河

川
整

備
基
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